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第１図に 1999 年５月～1999 年 10 月の震源分布，第２図に同期間の月別震央分布と主な地震の発

震機構を示す。また，第３図には深さ 30km 以浅の地震の分布を示す。この期間の主な地震活動は

以下の通りである。 
 
1．九州南西部の地震活動 
 
鹿児島県北西部地震の震源断層の延長上である鹿児島県阿久根市沖で，7 月 31 日にM4.3，10 月

13 日にM4.0 の地震が発生した。また，熊本県八代市付近で，７月 29 日に M4.1 の地震が発生した。

10 月 31 日には，活断層である日奈久断層の北端付近に於してM4.3 が発生した。 
第４図上に，1999 年５月１日から 10 月 31 日のこの地域での時空間分布を示す。 鹿児島県北西部

地震の余震活動と，鹿児島県北西部地震・第一本震（1997 年３月 26 日，M6.5）の震源断層西延長

上の鹿児島県阿久根市沖合いで，定常的に地震活動があったことが分かる。また。阿久根市沖合い

では二回M4 クラスの地震が発生した。10 月31 日に熊本県上益城郡の日奈久断層北端付近に於して，

M4.3 の地震が発生した。その後，11 月 10 日にM4.5 が発生しており，これらの地震の余震も続いて

いる。 
第４図下に 1987 年１月１日から 1999 年 10 月 31 日の時空間分布図を示す。この地域の地震活動

は，1995 年以降活発化しており，鹿児島県北西部地震の起った 1997 年以降は，この地域全体に於し

て更に地震活動が活発化している。 
 
尚，本報告は気象庁・鹿児島大学・高知大学・東京大学・九州大学のデータをもとに作成された。 
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第１図 震源分布（1999 年 5 月～1999 年 10 月） 
Fig.1 Hypocentral distribution (May 1999-October 1999) 
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第２図 月別震央分布と発震機構 

Fig.2 Monthly distribution of epicenters and focal mechanisms. 
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第２図 つづき 

Ｆig.2 （Continued） 
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第２図 つづき 

Ｆig.2 （Continued） 
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第２図 つづき 
Ｆig.2 （Continued） 
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第２図 つづき 

Ｆig.2 （Continued） 
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第２図 つづき 

Ｆig.2 （Continued）
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第３図 深さ 30km 以浅の地震分布と活断層分布（活断層研究会，1980） 

Fig.3 Epicentral distribution of shallow earthquakes (depth≦30km). Distribution of active faults are also 
shown (The Research Group for Active Faults, 1980). 
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第４図 九州南西部での時空間分布 
（上：1999 年 5 月～10 月 31 日，下：1987 年 1 月 1 日～1999 年 10 月 31 日） 

Fig.4 Time-space diagram in southwest Kyushu  
(upper: May 1, 1999 -October 31, 1999, bottom: January 1, 1987-October 31, 1999). 
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